
だ
け
で
し
た
が
、
一
九
○
三
年
（
明
治
三
十
六
）

か
ら
は
、
西
洋
画
科
す
べ
て
の
学
生
の
自
画
像
が

残
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
西
洋
画

科
は
油
画
科
・
油
画
専
攻
と
な
り
ま
し
た
が
、
戦

争
に
よ
る
一
九
四
三
―
四
九
年
（
昭
和
十
八
―
二

十
四
）、
予
算
難
に
よ
る
一
九
五
五
―
七
七
年

（
昭
和
三
十
―
五
十
二
）
と
い
う
二
回
の
中
断
の

時
期
を
の
ぞ
い
て
、
自
画
像
の
収
集
は
今
日
ま
で

連
綿
と
続
き
、
東
京
芸
術
大
学
の
収
蔵
作
品
の
大

き
な
核
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
卒
業
制
作
・
自
画
像
は
、
作
家
の
若

い
時
期
の
姿
を
偲
ぶ
ば
か
り
で
な
く
、
作
家
の
あ

る
年
齢
に
お
け
る
技
法
を
分
析
す
る
際
の
基
準
作

例
と
な
り
、
研
究
上
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い

ま
す
。
と
り
わ
け
自
画
像
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め

は
お
そ
ら
く
単
な
る
記
録
・
記
念
と
し
て
始
め
ら

れ
た
も
の
が
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
期
に
か
け
る

と
、
画
家
に
と
っ
て
自
己
を
探
求
す
る
上
で
の
重

要
な
メ
デ
ィ
ア
へ
と
変
貌
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
画
像
が
画
家
に
と
っ
て
真
摯
に
取
り
組
む
べ
き

ジ
ャ
ン
ル
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
こ

れ
ら
の
自
画
像
群
は
、
日
本
近
代
の
美
術
史
を
考

え
る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
と
く
に
西
洋
画
科
開
設
当
初
か
ら

一
九
五
四
年
（
昭
和
二
十
九
）
ま
で
の
油
画
の
卒

業
制
作
・
自
画
像
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
そ
れ
ら
を

検
証
す
る
こ
と
で
、
こ
の
時
代
の
美
術
と
作
家
の

姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
試
み
ま
す
。

（
の
ぐ
ち
・
れ
い
い
ち
／
大
学
美
術
館
助
手
）
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〈
洋
画
〉の
青
春
群
像

―
油
画
の
卒
業
制
作
と
自
画
像

自
己
を
探
求
す
る
重
要
な
メ
デ
ィ
ア

野
口
玲
一

絵
画
科
は
も
ち
ろ
ん
、
彫
刻
科
、
今
で
は
工
芸

科
も
、
卒
業
制
作
の
課
題
に
自
画
像
を
加
え
て
い

ま
す
。
卒
展
（
卒
業
制
作
・
修
了
制
作
展
）
に
出

品
さ
れ
た
卒
業
制
作
の
傍
ら
に
掲
げ
ら
れ
た
自
画

像
は
、
作
家
の
人
と
な
り
を
知
る
よ
す
が
と
な
り
、

作
品
に
対
す
る
親
近
感
を
深
め
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。と

は
い
う
も
の
の
、
定
番
と
な
っ
て
今
日
と
く

に
不
思
議
と
は
思
わ
れ
な
い
「
卒
業
制
作
プ
ラ
ス

自
画
像
」
と
い
う
出
品
形
式
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
成
立
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
卒
業
に
あ
た
り
、

卒
論
に
相
当
す
る
卒
業
制
作
を
行
う
こ
と
に
特
に

不
思
議
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
自
画
像
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
卒
業
制
作
の
課
題

に
付
け
加
え
ら
れ
た
の
か
、
実
は
よ
く
わ
か
っ
て

い
な
い
の
で
す
。

東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
で
は
、
一
八
九
六
年

（
明
治
二
十
九
）
開
設
当
初
か
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
四
年
次
に
卒
業
制
作
が
あ
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
卒
業
制
作
の
収
蔵
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
八
八
九
年
（
明
治

二
十
二
）
の
東
京
美
術
学
校
の
開
設
と
と
も
に
お

か
れ
た
、
絵
画
科
（
日
本
画
科
）
に
倣
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
た
だ
し
特
筆
す
べ
き
は
、
西
洋
画
科
に

お
い
て
は
卒
業
制
作
に
あ
わ
せ
て
、
自
画
像
の
制

作
も
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

東
京
芸
術
大
学
に
は
、
一
八
九
九
年
（
明
治
三

十
二
）
の
西
洋
画
科
最
初
の
卒
業
生
か
ら
の
自
画

像
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
は
じ
め
は
学
生
の
一
部

熊谷守一「自画像」

岡鹿之助「自画像」

小磯良平「自画像」

大沢昌助「姉妹」
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難
民
」
も
三
十
余
点
特
別
に
出
品
さ
れ
ま
す
。
将

来
、
カ
ブ
ー
ル
博
物
館
が
再
建
さ
れ
、
安
全
が
確

保
さ
れ
た
あ
か
つ
き
に
は
、
無
償
返
還
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
展
に
よ
っ
て
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
一
翼
を
に

な
っ
た
文
化
交
流
の
地
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
多

様
な
歴
史
を
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
東
京
芸
術
大
学
の
文
化
財
保
護
と
い
う

国
際
貢
献
の
あ
り
方
を
、
広
く
世
に
訴
え
る
機
会

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
た
け
う
ち
・
じ
ゅ
ん
い
ち
／
大
学
美
術
館
教
授
）

展覧会予定
（2002.4～2003.3）

芸大コレクション展（展示替えあり）
4月9日（火）～8月4日（日） 入場料
300円
「悲母観音」特別展観　4月9日（火）～
5月12日（日）／菱田春草・横山大観ほ
か 5月14日（火）～6月23日（日）／
「靴屋の親爺」とその周辺　6月25日
（火）～8月4日（日）

〈洋画〉の青春群像─油画の卒業制
作と自画像─
4月26日（金）～6月30日（日） 入場
料700円

（仮）アフガニスタン1000年の歴史展
─アフガニスタン文化財復興支援─
7月16日（火）～9月16日（日） 有料

特別陳列「竹内久一と石川光明」
─明治の彫刻展─
8月13日（火)～9月16日（日) 入場料
300円

開館3周年記念
「ウィーン美術史美術館展
～ルネサンスからバロック～」
10月5日（土）～12月23日（月） 入
場料1300円

退官記念展（2教官）
1月9日（木）～1月26日（日） 入場無料

第51回卒業・修了制作展
2月21日（金）～2月26日（水）入場無料

（仮）大学院美術研究科博士後期課程
研究発表展
4月3日（水）～5月26日（日）
12月～2月の間　入場無料

（仮）吾妻兼次郎デッサン展
7月上旬　入場無料

建築科椅子展
9月中　入場無料

（仮）研究室展（油画）
10月上旬～10月下旬　入場無料

伊藤廣利遺作展
11月7日（火）～11月24日（日） 入
場無料

美術学部取手校地制作展
12月7日（土）・8日（日） 入場無料

※開館時間は、いずれも10時～17時。
月曜日休館。ただし月曜日が祝日の場
合、開館することがあります。
※展覧会の名称・会期については、変更
することがあります。
※本学には駐車場はありませんので、お
車でのご来館はご遠慮ください。
※展覧会についてのお問い合わせ
東京芸術大学大学美術館　
Tel.03-5685-7755
NTTハローダイヤル
Tel.03-5777-8600
※展覧会の紹介は、下記ウェブサイトで
ごらんになれます。
http://www.geidai.ac.jp/museum/

取手館

陳列館

大学美術館本館

大
学
美
術
館
で
は
、
来
る
七
月
十
六
日
（
火
）

か
ら
九
月
十
六
日
（
日
）
の
五
十
五
日
間
に
わ
た

っ
て
（
毎
月
曜
日
休
館
）
に
わ
た
っ
て
、「
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
一
○
○
○
年
の
歴
史
」（
仮
称
）
│

│
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
文
化
財
振
興
支
援
│
│
と
い

う
特
別
展
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
朝
日
新
聞
社
共
催
で
開
催

し
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
は
、
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
国

立
ギ
メ
東
洋
美
術
館
（
パ
リ
）
で
三
月
一
日
か
ら

五
月
七
日
ま
で
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
日
本
で

公
開
す
る
も
の
で
す
。

本
特
別
展
は
、
紀
元
前
の
バ
ク
ト
リ
ア
の
塑
像

か
ら
三
・
四
世
紀
の
ハ
ッ
ダ
の
石
像
、
さ
ら
に
は

八
世
紀
の
バ
ー
ミ
ヤ
ン
陶
器
な
ど
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
地
で
育
ま
れ
た
美
術
工
芸
を
約
二
○
○
点
で

た
ど
る
も
の
で
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
「
文
明
の
十
字
路
」
と
い

わ
れ
、
古
代
か
ら
文
化
の
東
西
交
流
の
要
地
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
周
知
の
と
お
り
、
一
九
八
九
年
の

ソ
連
撤
退
後
の
内
戦
や
タ
リ
バ
ン
の
強
固
な
偶
像

崇
拝
禁
止
策
の
た
め
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
文

化
財
の
多
く
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
著

名
な
バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
巨
大
石
仏
遺
跡
が
世
界
の
世

論
を
無
視
し
て
、
昨
年
三
月
砲
弾
に
よ
っ
て
崩
壊

さ
れ
た
こ
と
は
人
々
の
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。こ

の
展
覧
会
は
、
す
で
に
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ

ロ
ナ
で
開
催
さ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
注
目
を
集
め
ま

し
た
。
出
品
作
品
は
、
ギ
メ
東
洋
美
術
館
を
は
じ

め
人
類
博
物
館
、
ド
イ
ツ
の
イ
ン
ド
美
術
館
、
ア

メ
リ
カ
の
サ
ッ
ク
ラ
ー
美
術
館
、
あ
る
い
は
フ
ラ

ン
ス
の
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
欧
米
有
数
の
東

洋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
一
同
に
会
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
立
カ
ブ
ー
ル
博
物
館

の
所
蔵
品
で
一
時
ギ
メ
東
洋
美
術
館
に
保
管
さ
れ

て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
山
郁
夫
学
長
は
、
か
ね
て
か
ら
内
乱
で
流
出

し
た
文
化
財
を
「
文
化
財
難
民
」
と
と
ら
え
、
自

ら
の
手
で
保
護
し
、
ユ
ネ
ス
コ
親
善
大
使
の
立
場

か
ら
国
際
世
論
に
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
文
化
財

を
保
護
す
る
こ
と
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々

の
人
間
性
を
と
り
も
ど
す
こ
と
に
な
る
」
と
訴
え

て
き
ま
し
た
。
こ
の
緊
急
避
難
さ
れ
た
「
文
化
財

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
一
〇
〇
〇
年
の

歴
史（
仮
称
）

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
文
化
財
復
興
支
援

「
文
明
の
十
字
路
」か
ら
生
ま
れ
た
至
宝
を
、
再
発
見
す
る

竹
内
順
一

大
学
美
術
館
は
、
東
京
美
術
学
校
設
置
以
来

収
集
さ
れ
て
き
た
美
術
作
品
を
所
蔵
し
て
お
り
、

そ
の
数
は
約
四
万
五
千
点
に
の
ぼ
り
ま
す
。
す
べ

て
の
作
品
が
い
つ
で
も
観
覧
で
き
る
と
い
う
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中
か
ら
一
部
を
常
設

展
示
し
、
学
生
だ
け
で
な
く
一
般
の
方
々
に
も
、

良
質
な
作
品
の
持
つ
味
わ
い
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
度
に
展
示
で
き
る
数
は
五
十
点
ほ
ど
で
す
が
、

作
品
保
護
の
た
め
、
日
本
画
や
水
彩
画
、
素
描
な

ど
は
お
よ
そ
一
ヶ
月
毎
に
展
示
替
え
を
し
ま
す
。

出
品
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

館
内
お
よ
び
守
衛
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
チ
ラ
シ
、

ま
た
は
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
お
の
で
ら
・
れ
い
こ
／
大
学
美
術
館
助
手
）

芸
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

四
万
五
千
点
に
の
ぼ
る
収
蔵
品
の
中
か
ら
展
示
す
る

小
野
寺
玲
子

狩野芳崖「悲母観音」




